












































































































































































ルド（George Field, 1777-1854），装飾家のヘイ（David Ramsay Hay, 1798-1866），フラン
ス の 化 学 者 シ ュ ヴ ル ー ル（Michel Eugène Chevreul, 1786-1889），レ ッ ド グ レ イ ヴ
（Richard Redgrave, 1804-88）の書物を挙げている。そのとおり，19世紀英国の「官立デザ


































よる『色彩の基本便覧 An Elementary Manual of Colour』（1853年）の巻頭には，色彩の調
和的関係を説明した図が掲げられ，フィールドに基づく原色（一次色）・二次色・三次色の相
互的な調和を導く比例と，シュヴルールに基づく対比の諸関係が示された。一方，これに先行
するジョーンズの『装飾芸術における色彩の諸原理を定義する試論 An Attempt to define the 
Principles which should regulate the Employment of Colour in the Decorative Arts』
（1852年）でも同様に，フィールド（提言５に明記）とシュヴルール（提言11-14）の理論を








































































































































































５ Dresser, Principles of Victorian Decorative Design, Dover Publications, 1995. [1873], p. 160.
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